














Analyzed the cognitive Ability of High-Functioning Pervasive Developmental 















フィール特徴としてまず，言語性 IQ（以下，VIQ と記す）と動作性 IQ（以下，PIQ と記
















報告された。例えば，Siegel, D. J., Minshew, N. J., & Goldstien, G. (1996)は，厳密に診断を









まらないが，知能水準が低い群にはあらわれるとの報告もある。Szatmari, P., Tuff, L., & 
Finlayson, M. A. J. et al. (1990) は，FIQ＜86と FIQ≧85の２群を比較し，プロフィールパ
ターンは IQ に左右されると報告している。すなわち，低 IQ 群には言語性が低く動作性
が高いという典型的パターンが明瞭にあらわれた一方で，高 IQ 群はより複雑なパターン
を示しており，外来患者群と比較して「理解」「絵画完成」「絵画配列」「組合せ」の成績
が低かったとしている。この結果から，Szatmari, P. らは高 IQ 群も低 IQ 群同様，抽象能
力の柔軟性が障害されていると指摘している。さらに，神尾・十一（2000）は，より詳細
に群別けをして IQ 値によるプロフィールパターンの違いを検討している。群別けには
FIQ と VIQ の双方を基準とし，高言語知能群（FIQ≧70，VIQ≧85），境界言語知能群
（FIQ≧70，70≦VIQ＜85），軽度精神遅滞群（50≦FIQ＜70，50≦VIQ＜70）の３群比較を
おこなっている。その結果，知能水準が高くなるにつれて VIQ＜PIQ のパターンが VIQ＞
















IQ 群には自閉性障害の典型パターンがみてとれるが，高 IQ 群にはそのパターンは当ては
まらないことがわかる。加えて，Mayes, S. D. らは，年少群（３～７歳）では言語能力よ
りも非言語能力が高いが，年長群（６～15歳）では言語能力と非言語能力はほぼ同じで
あったと報告している。ここから，VIQ＜PIQ のパターンは年齢の影響を受ける可能性が











ど差がないとする報告（Manjiviona, J., & Prior, M., 1999; Ozonoff, S., South, M., & Miller, J. N., 
2000）とプロフィール上に何らかの差異を見出している報告がある。差異を見出している
報告の多くは AS の方が言語性能力が高いと報告しているが，これを AS の特徴として捉
えて HFA との鑑別に有効であるとする報告（Kiln, A., Volkmar, F. R., Sparrow, S. S., & 
Cicchetti, D. V., 1996）と，これを鑑別に有効なほどの AS の特徴とはしていない報告がある。
このように，この２群のプロフィール上の差異を検討した報告に関しては，一貫した結果
が報告されていない。ただ，近年は AS 群の言語能力の高さを指摘しつつも，それが HFA
群との鑑別の指標とは主張していない報告が多いようである。以下，その幾つかを紹介す
る。





群は VIQ が優位で「類似」「単語」「理解」といった言語面の能力が高い一方，HFA 群は
PIQ が優位で「積木模様」の成績が最も良いとしている。そしてこの結果について，すべ
ての AS や HFA に一般化することは困難なこと，全ての被験者がこの結果と同じ認知特
性を示すわけではないことを指摘し，個々のデータを検討する必要があるとしている。ま





る。さらに，Ghaziuddin, M., & Mountain-Kimchi, K. (2004)は，VIQ と PIQ のディスクレパ
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ンシーを中心に検討している。結果として，AS 群は VIQ＞PIQ となり，そのディスクレ
パンシーが大きいと報告をしている。一方の HFA 群にも，VIQ＞PIQ というパターンを
示す者がいるが，ディスクレパンシーは AS 群よりも小さいとされている。さらに，VIQ
＞PIQ のディスクレパンシーが大きくない AS のいることから，VIQ＞PIQ のパターンは
AS 群の典型といえるが，AS にもいくつかのパターンが存在する可能性を示唆している。
　ここにあげた AS と HFA を比較した研究は全て，AS は言語能力が高いというパターン












向にあること，HFA や AS には自閉性障害の典型プロフィールが全ての被験者に当てはま
るわけではなく，各群に特有のプロフィール特徴は存在しない，という点があげられる。
HFA と AS について，典型のパターンが全ての被験者に当てはまるわけではない，各群に
特有のプロフィール特徴が存在しないということはつまり，彼らの認知特性には幾つかの
パ タ ー ン（Ghaziuddin, M., & Mountain-Kimchi, K., 2004） や 幅 が あ る（Siegel, D. J., 

















































































































































成績はそれほど高くない。むしろ，Mayes, S.D., & Calhoun, S. L. (2003)の指摘した「符号」
「算数」「数唱」が IQ に比して高くないという結果に合致する。ただし，Mayes, S. D. らの
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